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「兵庫型教科担任制」検証委員会

生徒がつまずきやすい
中１の「比例・反比例」
の単元に、小６の復習
を取り入れる。

“Hi,friends!”で学習
した表現やゲームを
中学校の外国語の授
業に取り入れる。

「兵庫型教科担任制」検証委員会 報告

効 果

兵庫型教科担任制は、学級担任が中心となって学級経営や学習指導を担いながら、教員の専

門性を生かした学習指導と複数の教員の協力的な生活指導ができるシステムである。

①教員との人間関係の広がりや学習の深まりによる児童の成長

②複数の教員の多面的な理解に基づく、組織的・協力的な指導の充実

③発達や学びの連続性を確保するための小中学校間の円滑な接続

の教育効果が明らかとなった。

提 言

今後は、兵庫型教科担任制のさらなる充実を図るため、小中学校間で指導内容の系統性を確

保したり、指導方法の共有を図ったりする取組が一層進められることを期待する。

１ 児童が主体的に学ぶための学習スタイルの確立

２ 少人数授業の教育効果を高める学習集団の編成

３ 授業改善に向けた小・中学校合同研修会の実施

本県では、小学校５・６年生において、担任による交換授業を行う教科担任制と少人数授業を組

み合わせて取り組む「兵庫型教科担任制」を平成21年度から推進してきました。実施教科の弾力化

等のシステムの改善を図りながら実施校を拡充し、平成24年度から全県実施となっています。

今年度は、兵庫型教科担任制の教育効果を検証するために、学識経験者、小中一貫教育推進コー

ディネーター、学校関係者からなる「兵庫型教科担任制」検証委員会を設け、教育効果や課題に

ついて協議を行いました。

小・中学校連携の取組の強化

・教員の専門性を生かした学力向上

・複数の教員による児童の多面的理解

・小中学校間の円滑な接続

兵庫型教科担任制

指導内容の系統性の確保、指導方法の共有 

生　徒：小６のときに学級担任以外の先生に教科の勉強を教
           えてもらったことが、中学校の学習や生活に慣れる
           のに役立ったと思う。
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「兵庫型教科担任制」の実施により学級担任以外の先
生と多くの教科で学んだ児童は、中学校進学後の学習や
生活に慣れるのに役立ったと思う割合が高い。 

小・中学校連携の取組
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重点的な指導内容・方法の共有

実態把握に基づく子ども像の明確化

連携推進のための組織づくり

小・中学校連携の取組では、指導内容の系統性を確保
したり指導方法の共有を図ったりする取組は、約５割に
とどまっている。 

小・中学校連携について、一日体験入学等の児童生徒

の交流や乗り入れ授業等の教員の交流が単発で終わる

ことのないよう、小・中学校合同で指導内容や指導方法

について共有し、小・中学校のつながりを意識した授業

を日常的に構想することが必要である。 

小中連携・一貫教育 

成果と課題 

改 善 策 

小１   小２   小３   小４   小５   小６ 中１  中２  中３ 

 

□９年間の学習内容と系統性を小学校と中学校のいずれもが認識する。 

 ・学習指導要領の「各学年の目標及び内容の系統表」や教科書を活用して、小・中学校で互いに目標

の連続性・一貫性、内容の系統性、指導の継続性を共通理解する。 

・全国学力・学習状況調査の分析結果等から、課題が見られた教科・分野に絞って系統性を一覧表に

まとめることから始めるなど、各学校で工夫した取組を進める。 

□相互授業参観、合同研修会を実施する。 

・オープンスクールや研究授業等の機会を活用する。 

・学習意欲を高めるための工夫、学習規律についての指導等、互いの授業システム等を理解する。 

 ・教科担任制や少人数授業で指導している教科について、小・中学校の教員が合同で効果的な指導方

法等を話し合う。 

 ・小学校からのニーズに応じて、中学校教員の専門性を生かし、指導方法を共有する。 

  （ 例 ）理科の実験、外国語活動のクラスルームイングリッシュ、体育のハードル走等 

・学習の約束や生活のきまり、家庭学習について、同じ中学校区内の小学校で共通理解して指導する。 

〈参考〉『平成２５年度全国学力・学習状況調査の課題を踏まえた学習指導等の改善・充実のポイント』 

 

提言３ 授業改善に向けた小・中学校合同研修会の実施 

小 学 校 中 学 校 



 

□児童が学習の見通しを立てたり、学習したことを振り返ったりする活動を計画的に取り入れる。 

 ・授業の冒頭で、児童が「何をするのか」「何を考えればいいのか」「どんな方法で取り組めばいいの

か」が分かるようにする。 

・授業の最後に、書く活動等を通して自分の思考の足跡を振り返らせ（思考の見える化）、学習した

ことをまとめさせる。 

□思考力・判断力・表現力を育むために言語活動の充実を図る。 

・各教科等の目標やねらいを実現するための手立てとして効果的な言語活動を設定する。        

（例１）国語：説明的な文章を読んで読み取ったことを小冊子にまとめる。 

（例２）算数：答えの確認だけではなく、なぜこの式に表したのかを話し合う。 

  

□児童の実態や学習のねらい、内容に応じて、効果的な指導形態を工夫する。 

 ・少人数学習集団の編成を原則とし、児童の実態に応じて少人数授業の形態（少人数指導、同

室複数指導）を工夫する。 

・少人数指導においては、興味・関心別、課題別、学習方法別、学習内容の習熟の程度等によ

り、教育効果の高い学習集団を編成する。 

（例１）算数：基礎的・基本的な事項の学習を終えた時点で、児童の希望に配慮した少人数学習集団を編成する。 

（例２）理科：観察や実験の予想を立てた後で、児童の予想や観察・実験の計画・方法に応じて少人数学習集団を編成する。 

 ・同室複数指導においては、役割分担を明確にし、その役割に基づいて個に応じたきめ細かな

指導の充実を図る。 

    （ 例 ）国語：ペアやグループによる話し合い活動を設定し、同室複数指導により、担当のペアやグループを指導する。 

□少人数指導のねらいが達成されるよう、指導者間連携や校内体制を確立する。 

・蓄積してきた指導案を活用するなど、短時間で打合せができる工夫をする。 

・長期休業中等を利用して、児童に身に付けさせたい資質・能力、態度等を話し合い、目標や 

評価を共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

提言１ 児童が主体的に学ぶための学習スタイルの確立 

「兵庫型教科担任制」の運用上の工夫（交換教科の選択や時間割編成）等については、こちらを参考にしてください。 

・「兵庫型教科担任制」実践研究のまとめ  （平成 23年１月）  ※義務教育課ホームページ参照 
・「兵庫型教科担任制」リーフレット①    （平成 23年５月）  ※義務教育課ホームページ参照 
・「兵庫型教科担任制」リーフレット②    （平成 24年１月）  ※義務教育課ホームページ参照 
・「兵庫型教科担任制」リーフレット③    （平成 25年１月）  ※義務教育課ホームページ参照 
・「兵庫型教科担任制」実施例データベース（平成 23年８月）  ※各校に電子媒体で配布 
・「兵庫型教科担任制」時間割例     （平成 24年１月）  ※各校に電子媒体で配布 

平成25年度「兵庫型教科担任制」推進状況調査 

平成25年度 全国学力・学習状況調査 

提言２ 少人数授業の教育効果を高める学習集団の編成 

平成24年度「兵庫型教科担任制」推進状況調査 

指導方法の工夫改善 

少人数授業の充実 

小学校：授業の冒頭で目標（めあて・ねらい）を児童に示す活

           動を計画的に取り入れた。

児　童：普段の授業では、はじめに授業の目標（めあて・ねら

           い）が示されている。
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小学校：授業の最後に学習したことを振り返る活動を計画的
            に取り入れた。
児　童：普段の授業では、最後に学習内容を振り返る活動を
           よく行っている。
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 「見通しを立てたり、振り返ったりする学習活動」

を計画的に取り入れている小学校の割合は比較的高

いが、この活動を行っていると意識している児童の

割合は学校より低い。  

成果と課題 

教員の専門性を生かした学力向上をより一層図る

ため、学習者である児童が主体的に学ぶための「見

通し」「振り返り」学習活動を取り入れ、５・６年生

の各教科等の指導において授業改善を図る必要があ

る。  

学習集団の中の個々の特質を反映するという

少人数授業の特色を生かし、少人数授業だから

こそ可能になる授業の創造が必要である。 

中学校：「兵庫型教科担任制」は中学校入学後の学力向上
　　　　　に効果がある。
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 「その教科を専門としている先生だから分かりや

すい」（児童）、「担当される先生がその教科に関して

よりよい教え方をしてくださると期待できる」（保護

者）等、学習内容の理解の深化について肯定的に評

価されている。 
しかし、学力向上に効果があるとした中学校は、

肯定的な回答は約９割と高いが、「あてはまる」の回

答は約２割にとどまっている。 

生　徒：小６のときにクラスを分けて勉強したり（少人数指
           導）、一つの教室で２人以上の先生から勉強を教え
           てもらったり（同室複数指導）したことがある。
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少人数指導のみ 同室複数指導のみ

少人数指導＋同室複数指導 未実施

少人数学習集団の編成について、年間固定した

集団、出席番号や座席等で分けるなど教師が一方

的に割り振った集団にならないように留意しな

ければならない。 

児　童：少人数で勉強して、よく分かる授業が増えたと
          思う。
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「少人数指導で、自分の意見を出す機会が多く

なる」「同室複数指導で、じっくりと教えてもらえ

る」（児童）「小学校での少人数授業でのきめ細か

な指導により、基礎学力の定着度が高くなってい

る」（中学校）等、学習意欲の向上等について肯定

的に評価されている。 

改 善 策 

成果と課題 

改 善 策 

平成25年度「兵庫型教科担任制」推進状況調査 

〈参考〉「『ことばの力』の育成を図る授業改善の促進」に係るＤＶＤ（国語、算数・数学） 

     「『ことばの力』育成事業 実践研究校のまとめ～「ことばの力」育成の授業を系統的・組織的に推進するために～」 

＊義務教育課ホームページ：http://www.hyogo-c.ed.jp/~gimu-bo/index.html 兵庫県教育委員会義務教育課 


